
平成２９年１０月３日 

各 位 

株式会社 北九州銀行 

 

福岡県と共催で「福岡県プロフェッショナル人材戦略拠点セミナー」を開催します 

～企業における人材活用方法を紹介します～ 

 

北九州銀行（頭取 藤田光博）は、平成２９年８月に福岡県と締結した「福岡県プロフェッショナル

人材戦略拠点事業」に係る連携協定に基づき、具体的な連携事業として、福岡県と共催で「福岡県プロ

フェッショナル人材戦略拠点セミナー」を下記のとおり開催します。 

本セミナーでは、企業の経営者や人事・採用担当者を対象に、「人材」を「人財」に変える人材活用方

法について紹介します。 

記 

 

１ 日 時  平成29年12月13日（水）15:00～17:00（開場・受付14:30～） 
 

２ 会 場  リーガロイヤルホテル小倉 3階 オーキッド 

（北九州市小倉北区浅野2丁目14-2） 
 

３ 次 第  【第１部】人材活用支援制度の紹介 

福岡県プロフェッショナル人材センター マネージャー 杉山 新治 氏 

北九州市 産業経済局 総務政策部 雇用政策課長 大迫 道広 氏 

北九州銀行 営業統括部長 清水 健造 

【第２部】講演 『日本一社員が幸せな会社に学ぶマネジメント術』 

        講師 未来工業 株式会社 代表取締役社長 山田 雅裕 氏 
 

４ 対 象  企業の経営者、人事・採用担当者  
 

５ 定 員  100名（先着順） 
 

６ 参加費  無料 

以 上 
 

 

 

【お問い合わせ先】 

北九州銀行 営業統括部 地域開発支援グループ TEL：093-513-5370（担当：田中） 

福岡県プロフェッショナル人材センター     TEL：092-622-8822 

【お申込み先】※チラシ裏面の「参加申込書」の送付先 

   福岡県プロフェッショナル人材センター          FAX：092-622-8188 



講師：未来工業株式会社 代表取締役社長 山田 雅裕 氏 

◇ 日 時：平成29年12月13日（水）15:00～17:00（開場・受付14:30～） 
◇ 会 場：リーガロイヤルホテル小倉 3階 オーキッド 
◇ 対 象：企業の経営者、人事・採用担当者 
◇ 定 員：100名（先着順、1企業2名まで） 
◇ 参加費：無料 
◇ 申込方法：裏面「参加申込書」に必要事項を御記入のうえ、 
            FAXで下記申込先までお送りください。 
◇ お問い合わせ・お申込み先：福岡県プロフェッショナル人材センター 
                       電話 092(622)8822  FAX092(622)8188 
                       Email: center@projinzai-fukuoka.jp    
                         URL: http://www.projinzai-fukuoka.jp 

〈講師紹介〉 
電気のスイッチボックス製造で70%を超える全国シェアを誇る未来工業
株式会社の4代目社長。「常に考える」を社是とし、ホウレンソウ禁止、
残業禁止、ノルマ禁止など、常識破りの人財活用方法により、付加価
値の高い新製品を生み続け、高収益を上げています。 
 
本講演では、山田社長が未来流の人財活用術についてお話します。 

福岡県プロフェッショナル人材戦略拠点セミナー 

 「日本一社員が幸せな会社に 
          学ぶマネジメント術」 

主催：福岡県、福岡県プロフェッショナル人材センター、福岡県中小企業団体中央会 
共催：(株)北九州銀行 後援：北九州市、北九州商工会議所 

【未来工業株式会社概要】 
 本社：岐阜県安八郡輪之内町 
 業種：電気設備資材、給排水設備製造販売及びガス設備資材の製造販売 

 創業：昭和40年8月 
 資本金：70億6,786万円 
 連結売上高：336億円(平成29年3月期) 
 連結従業員：1,187名(平成29年3月20日現在) 

※講演に先立って、人材活用に関する支援制度を紹介します。 
     福岡県プロフェッショナル人材センター マネージャー 杉山 新治 
     北九州市産業経済局総務政策部 雇用政策課長 大迫 道広 
     北九州銀行営業統括部 部長 清水 健造 



 リーガロイヤルホテル小倉（北九州市小倉北区浅野2丁目14-2）  

（交通） 
○JR小倉駅新幹線口から徒歩3分 
○北九州都市高速小倉駅北ランプ 
    から車で２分 
 駐車場３時間以内無料 

（クロークで駐車券をお受け取りください。） 

参 加 申 込 書 
FAX番号 092-622-8188 

会社 ・ 団 体名

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

氏 名

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

氏 名

住 所

電 話 番 号

※記載いただいた個人情報は適正に管理し、本セミナーに関する用途に限って使用しますが、今後、福岡県プロフェッショナル人材戦略拠点事

業に関するご案内を差し上げることがありますので、あらかじめご了承ください。

メ ールアド レ ス

役 職

役 職

会 場 ア ク セ ス 

インターネットでのお申し込みはこちら 
スマートフォン用 

ＱＲコード 
福岡県プロフェッショナル人材センター 

Email: center@projinzai-fukuoka.jp       
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